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国勢調査の概数
10月1日現在で行った国勢調査は皆さんのご協力によってとどこおりなく 完了し

ました。その結果(本県の郡市別人口〉は新聞紙上を通じてご承知のことと思いま

すが、各地区別の概数は次のようになっています。

なお地区の境界は、基本地図にもとずいて、明瞭な地形地物 (道路な ど〉で調査

区を設けたので、IEI町村の境界は、以献の調査区より異っており、とくに道下地内
の一部が魚津に含まれております。

魚(昭和27年 9月13日)
第3種郵便物認可

47，304人口人の

( 1 ) 

市

発 行所

富山県魚津市役所

編集発行人 伊藤治郎

〈毎月 1日発行〉

| 昭和35年世帯数及び人口 | 昭和30年 また、 本表の数字 けし 1ら2 込ん すま部を ろこよ でき地等用し てき憩い おA園をも~ 続収完マ護都市計、
地 区 |れ1帯数| 男 | 女 | 計 |世帯数|人口は中央における公式 ま月 でか次近 まのた ま の 芋
魚津 3，0991 7，0561 7，8191 14，87513，1231 15，729 発表前のもので、将 せ 20 くらのく拡張りせ関い し 場 る

下中島 4771 1，1571 1，1981 2，3551 4001 2，215 来訂正されるこ とが 。 。永代使用料 。分譲期予定
上中島 3471 8941 9571 1，8511 3481 1，921 あるかも知れません lお問h な ・そ

松 倉 4551 1，1661 1，19512，361146412，576 今回の調査と昭和 お限上まびJ古使のるた時同使間増担を 10)坪 τ1IZ 昭和
上野方 2541 6581 7241 1 ，3821 2491 1 ，4451 30年の調査を比較し せわくする のす。用氏用申かほ方はだし m料し。叫え平方 2T方

下野方 ~?~ I ~ '~ ~~ I ~ ， ?~~ I ~ '~~ ~ I ~~ ~ I ~，~~~てみますと、世帯数 願 しこ 塁な場 請 2 木市以外 納は るメ ・ メ 3年6 
片貝 4141 1 ， 1 031 1 ， 1 001 2，2031 4161 2，31 9 では690世帯、人口 いいとみお所者 割 め、 も 13 1 2 

加 積 6861 1 ，5391 1 ，6041 3， 1431 4591 2，468 では461人が増えて まことがにつ盟10っにが 増し いて 使用場所 にの Jトレ O1トレ 月市

道 下 1，3351 3， 1021 3， 1591 6，2611 1，3261 6，440 おり、昭和25年の調 す。はありいー方「い 数多 にた つ ハU ゃ坪く3 円Oや( 句T 
経 団 1，0011 2，3671 2，4551 4，8221 8711 4，509 査と比べますと1000 整理課区画 まて 〆 て の 住所有すを 7きニ し、 く
天有111 2391 6371 6801 1 ，3171 2351 1 ，408 世帯、1，732人が増え ず。は 1は 場合 の ては O 

間同 4001 1. 1131 1 ，0681 2， 1811 3941 2，314 たことになります。 議J:義ぉ 手芸 5 
計 9，666122，7501 24，5541 47，3041 8，9761 46，843 告IJ以 しょ と割 3 
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拠出制の国民年金には老令、障害、母子、

遺児、寡婦の5種類の年金給付があります。

国民年金については、たびたび紙上に掲

載しましたが、本号は年金の受給要件や保

険料納付済期間と年金の関係などについ

てのべてみまし よう。

魚 津 市友 道

中部印刷株式会社

ろし、ろし、の人.3IL 年民国

と さ た震の高 1 ~U~ 11 夫主死別された妻のそ|
付の前済期日間までの保料 年金額 付の前済期日間までの保険料納 年金額

30年未満 19，200円 35年以上 36年未満 22，800円

30年以上 31年未満 19，800 36 // 37 // 23，400 

31 // 32 グ 20，400 37 // 38 // 24，000 

32 グ 33 // 21，000 38 // 39 // 24，600 

33 グ 34 グ 21，600 39 // 40 // 25，200 

34 グ 35 グ 22，200 40年 25，800 

-支給される年金額

母子年金は次の表によ って支給されます。
-受給要件

当ぺ必至玉子体i;.;~筆跡 老令年金は、満
.ー ヲ~{.\~;>L I二1:);y:; ，: I .?}':.~':.f(ヘ 20才から49才まで

三九校::~i;';ii の人で、他の年金

組合や恩給組合に加入していない人がすべて加入しま

す。50才から54才までの人、他の年金組合加入者の配
偶者、遺族年金および扶助料を受けているものは任意

加入です。

最低10年以上掛金した人は、 65才から年金が支給さ
れます。ただし希望によって60才から受けられるが、
この場合は減額支給される予定です。

・支給される年金額

-加 算額
18才未満の子、または18才以上20才未満の身体障害者の子が2人以上いるときは、 2人目の子

から1人増すごとに年額4，800円が加算されます。

-受 給 要件

三醤:Ff白~f~己主広三三 遺児年金は、両親と死別した18才未満の子か、 18才以上
正思J31b--f誼云:::::20才未満の身体障害の子に支給されますof.::.f.ごし、その子

の父または、母が死亡前月までの期間に最低3ヶ年被保険
者であり、保険料免除を受けた人は最低1年6ヶ月以上保険料を納めておられることが必要です。

・支 給 される年金額

遺児年金は次の表のとおり支給されますo

|資格| 保険 料納 付 済期間
年令 J盟問 10年 112年 115年 120年 125年 128年 140年

50-54ナ 10年

45才 10 (1214.040000 ) 

40才 15 
(12，000) 
14，400 15，000 

35才 20 (124 .000 
14，400 15，000 18，000 

31才 24 12，000 13，200 15，000 18，000 24，000 27，600 

20才 25 12，000 13，200 15，000 18.000 24，000 27，600 42，000 

済そ前の子の父か母険が死納亡付 I~~ ~ II その子の)[か母が死亡 I 
期月間までの保料 年金額 前済期月間までの保険料納付 年金額

30年未満 7，200円 35年以上 36年未満 9，000円

30年以上 31年未満 7，500 36 // 37 // 9，300 

31 // 32 // 7，800 37 // 38 // 9，600 

32 // 33 グ 8，100 38 // 39 // 9，900 

33 // 34 // 8，400 39 // 40 グ 10，200 

34 // 35 グ 8，700 40年 10，500 

)の下の年金が支給されます。

-畏給要件

i在室温室;ヘフベテ: 障害年金は、一定期間(最低3ヶ年問、保険料の免除を
~'.T;(事司~:ご克人山裕之さ 受けた人は 、 最低 1 年6 ヶ月 〉保険料を納めていた人が、片

・・手とか、片足を失ったというような日常生活に著しレ制限

が加えられるような、程度の身体に障害を受けられた人に支給されますo

・支給される年金額

障害年金は保険料を納付した期間に応じて次の区分によって給付されます。

)内は65才-70才の5年間年金の支給額 70才以上から(

-加 算 額
18才未満の子または18才以上20才未満の身体障害の子が2人以上いる場合、2人目の子から1人

増すごとに年額4，800円が加算されます。

-受給要件

寡婦年金は、夫が老令年金の受給資格を満していて、 65

才未満で死亡された場合、 10年以上その夫と夫婦であった

妻に支給されるもので、子供の有無には関係がありません。
耕輔耕輔;;;
支給 される年金額

寡婦年金は、その夫が受ける筈であった年金額の半額で‘60才から65才に達するまで支給されま

す。

身体障害者にな険られ納付た I ~~~ 11 身体期き障害者に険な料ら納れ付た I 
済と期き間までの保料 年金額 済と問までの保 年金額

26年未満 24，000円 33年以上 34年未満 33，600円

26年以上 27年未満 25，200 34 // 35 // 34，800 
27 // 28 // 26，400 35 // 36 // 36，000 
28 // 29 // 27，600 36 // 37 // 37，200 
29 // 30 // 28，800 37 // 38 // 38，400 
30 // 31 // 30，000 38 // 39 // 39，600 

31 // 32 // . 31，200 39 // 40 // 40，800 
32 // 33 // 32.400 40年 42，000 

加 算 額

身体障害の程度が両手とか、両足を失 ったとかの重いもの (障害1級〉には年額6，000円が加算
されます。
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。
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植
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。
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岸
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一
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、

市
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区

!
一
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課
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ど
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上
京
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3
一
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2
一
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は
ニ
十
日
ま
で

新
春
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
新
年
祝

賀
交
歓
会
を
ひ
ら
き
ま
ず
か
ら
希
望
者

は
十
二
月
二
十
日
ま
で
総
務
課

へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

-
と

き
リ
昭
和
三
十
六
年
元
旦

午
前
十
時
か
ら

・
と
こ
ろ
H
西
部
中
学
校
講
堂

・
会

費

H

一

五

O
円

市
と
問

工

会

議

所

共

催

で

金

融

懇

談

れ

に

市

民

の

協

会
が
去
る
二

十
四
日
水
族
館
会
議
室
で

力
を
お
願
い
す

ひ
ら
か
れ
、
年
末
融
資
や
預
金

と

貸

付

る

。

の
拡
大
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

O
手
形
支
払
期
日

た
0

・
市
の
商
工
業
取

懇

談

会

に

は

金

融

機

関

側

か

ら

市

内

引

上

、

信
用
に

の
北
陸
銀
行
、
新
川
信
用
金
庫
、
宮

山

か

か
わ
る
こ
と

相

互

銀

行

、

産

業

銀

行

、

加

州

で

あ

る

か

ら

期

相
互
銀
行
代
表
、
市
民
側
か
ら

一

年

未

金

融

な

ど

協

議

B
E
E
-
-
一

日
は
と
く
に

商
工
業
者
、
市
議
会
議
員
、婦
人

一

・

1
1
1

一
ま
も
っ
て
ほ

会、

青
年
団
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代

f
a
i
l・
金

融

懇

談

会

ひ

ら

く

一

し

い

。

表
お
よ
そ
の
五
十
人
が
出
席
し

O
年
末
金
融

次
よ
う
な
こ
と
を
話
し
合

い

ま

し

た

。

向

に

進

み

た

い
と
の
べ
ら
れ
た
0

・
市
内
各
銀
行
は
融
資
金
を
充
分
準

。
預
金
と
貸
付
金

O
預
金
と
貸
付
金
の
増

大

備

し

て

い

る

か

ら

せ

い

ぜ

い

利

用

・
市
内
の
預
金
額
は
お
よ
そ
三

O
億

・
こ
れ
か
ら
は
市
民
の
増
加
所
得
は
し
て
ほ
し
い
。

円
で
あ
る
が
、
貸
付
金
は

二

八

億

で

き

る

だ

け

個

人

消

費

を

さ

け

て

県

預

託

金

、

政

府

金

融

機

関

の

融

円
で
あ
る
。
預
金
に
対
す
る
貸
付
預
金
等
に
ま
わ
し
、
資
本
の
蓄

資
金
も
利
用
で
き
る
よ
う
手
配
さ

率

は

九

四

%

で

銀

行

の

貸

付

原

則

積

増
大
と
貸
付
わ
く
を
拡
大
し
て
れ
て
い
る
。

で
あ
る
八
C
%
を
上
廻
っ
て
い
る

産
業
の
発
展
を
は
か
り
た
い
。
こ

魚
津
市
、
黒
部
市
衛
生
処
理
組
合

の
組
織
議
会
は
、
去
る
十
四
日
午
後

一
時
半
か
ら
魚
津
市
役
所
で
、
魚
津

黒
部
な
ど
関
係
者
が
集
ま
っ
て
ひ
ら

か
れ
、
組
合
議
会
会
議
規
則
、
公
告

式
条
例
、

議
員
等
の
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
支
給
条
例
な
ど
を
審
議
し
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
一
一
一
両
市
衛
生
処
理

組

.6. 
ロ

議

ー
議
長
な
ど
き
め
る
l

な
お
議
長
に
川
木
元
次
郎
、

副
議

長
に
千
田
源
次
郎、

管
理
者
に
魚
津

市
長
、
副
管
理
者
に
黒
部
市
長
を
選

び
ま
し
た
。

ま
た
監
査
委
員
に
荻
田
勝
造
、
本

田
正
信
、
収
入
役
に
清
河
七
良
の
各

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ゐ一品

-
政
府
金
融
機
関
の
代
理
貸
付
、
県

信
用
保
証
協
会
の
保
証
に
よ
る
貸

付
も
充
分
で
あ
る
。

・
貸
付
金
は
な
る
べ
く
小
口
に
し
て

市
民
が
ひ
ろ
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。
と
れ
に
対
し
て

金
融
機
関
側
か
ら
今
後
は
こ
の
方

ヤ
め
よ
う
/
刃
物
の
持
ち
歩
き

最
近
青
少
年
の
飛
出
し
ナ
イ
フ
ゃ
あ

い
く
ち
な
ど
を
使
っ
た
事
故
が
た
い
へ

ん
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
県
下
一
せ
い
に
年
末
防
犯
運

動
の
一
つ
と
し
て
十
一
月
二
十
八
日
か

ら
一
週
間
H

刃
物
を
持
た
な
い
運
動
H

を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
発
見
し
た
刀
剣
な
ど
は
、
警

察
へ
提
出
す
る
か
、

登
録
や
許
可
の
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
に
刃
物
を
持
た
な
い
習
慣
を

つ
け
る
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

。
家
庭
で
は

・
外
出
の
と
き
、
と
く
に
通
学
、
通

勤
の
際
は
、
刃
物
の
持
ち
歩
き
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

・
正
当
な
・理
由
で
刃
物
を
運
ぶ
と
き

は
、
ケ
ー
ス
、
袋
な
ど
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

-
家
庭
の
刃
物
は
、
人
目
に
つ
か
な

一且

い
と
こ
ろ
へ
し
ま
っ
し
ま
し
ょ
う

一一

。
学
校
で
は

一一

鉛
築
け
ず
り
器
や
工
作
用
具
を
備

一一

え
つ
け
、
と
く
に
工
作
用
具
の
し

一一

ま
つ
を
厳
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

一一

。
職
場
で
は

一一

資
材
、
工
具
箱
の
し
ま
つ
を
厳
重

一一

に
し
、

刃
物
な
ど
を
ひ
そ
か
に
作

一一

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一一

。
金
物
屋
な
ど
で
は

一一

日
常
生
活
に
必
要
の
な
い
、
飛
出

一一

し
ナ
イ
フ
や
、
あ
い
く
ち
の
よ
う
一
一

な
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
取
り
扱

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
防
犯
協
会
、
青
少
年
問
題
協
議
会
)

林
業
苗
畑
コ

松

倉

開

拓

農

業

協

同

組

合

ン
ク
ー
ル
で
一
位

富
山
県
種
苗
協
会
な
ど
が
主
催
の
林

業
苗
畑
経
営
コ
ン
ク
1

・w
で、

松
倉
開

拓
団
の
杉
苗
畑
を
出
品
し
た
と
こ
ろ、

苗
畑
の
経
営
管
理
と
種
苗
の
育
成
が
み

と
め
ら
れ
、
県
知
事
賞

(一

位
)
と
林

野
庁
長
官
賞
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
開
拓
部
落
は
鹿
熊
地
内
に
昭
和

二
十
一
年
九
月
、
十
主
人
の
者
が
入
植

し、

標
高
三

0
0
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に

天
幕
を
張
り
、
林
木
の
伐
採
や
、
林
野

を
開
墾
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
十
五
年
、
今
は
地
元
入
植

者
一
戸
を
含
め
て
四
戸
だ
け
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
戸
平
均
一
町
歩
の
畑
地

を
耕
作
し
、
平
均
二
戸
一
反
余
歩
の
杉

苗
畑
を
経
営
し
生
計
を
た
て
て
お
り
ま

す
。
(
写
真
賞
状
を
手
に
喜
び

の

開
拓
部
落
の
人
た
ち
)

さ

よ

う

な

ら

一

九

六

O
年

歳
末
を
ひ
か
え
て
五
つ
の
お
ね
が
い

あ
わ
た
だ
し
い
師
走
、

一
九
六

O
年

も
あ
と
わ
ず
か
で
さ
よ
う
な
ら
で
す
。

こ
の
月
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
ボ
ー

ナ
ス
、
商
売
人
は
売
掛
金
の
精
算
に、

金
銭
の
出
入
り
も
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ
を
狙
っ
て
、
ま
た
ド
ロ
ポ
ー
や
悪
漢

ど
も
も
活
躍
す
る
の
で
、
全
く
油
断
も

隙
も
で
き
な
い
防
犯
月
と
も
言
え
ま
し

干
4
h
k
J

。
そ
こ
で
警
察
、
防
犯
組
合
で
は
歳
末

防
犯
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
が

と
く
に
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

・
ド
ロ
ポ

1
に
ご
注
意

こ
れ
は
一
に
も
ニ
に
も
心
の
鍵
と

写
真
、
背
中
に
魚
津
水
族
館
と

標
識
を

つ
け
ら
れ
、
な
つ
か
し

い
海
に
放
さ
れ
る
海
亀

ー
朝
日
新
聞
社
提
供
|

戸
締
り
が
大
切

・
自
転
車
ド
ロ
に
も
ご
用
心

カ
ギ
は
必
ず
か
け
て
防
犯
登
録
も

受
け
て
お
く

-
ス
リ
・

カ
ツ
バ
ラ
イ
に
ご
用
心

大
金
は
懐
中
深
く
、
不
必
要
の
金

は
持
た
ぬ
こ
と
。
ま
た
盾
番
は
厳

重
に

・
暴
力
追
放
に
ご
協
力
を

暴
力
事
件
や
抑
売
り
を
見
た
ら
す

ぐ

二

一

O
番
へ
H

・
や
め
よ
う
刃
物
の
持
ち
歩
き

刃
物
は
持
た
な
い
持
た
せ
な
い
運

動
に
心
か
ら
ご
協
力
を
/

ハ
魚
津
警
察
署
)

元気よく海中へ

亀 2匹も放つ
去る4月開館した水族舘は、秩深まる

とともに水槽i内の温度もさがりましたの

で10日で閉館しました。

このためお子さんたちに人気のあった

海亀2匹をはじめ、水槽内の魚、 数百匹

を海に放生しました。

せまい水槽内から放たれた魚は元気よ

く海中に消えて行きました。
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今
日
の
住
宅
難

一

F
L

…
を
緩
和
す
る
た
め

‘b

1

1

…
に
住
宅
金
融
公
庫

カ

E
…

…
は
、
長
期
で
低
利

庫

期

…
て

一
な
住
宅
建
設
配
合

ほ

士

…
?

を

融

資
し
て
い
ま

一
聞
け
り

t
o…
す
が
、

昭
和
二
十

A
2
4
E
…

‘

…
五
年
に
業
務
を
関

湾

還

…
ま

…
始
し
て
か
ら
一

O

位

骨

貝

…

…

年
間
に
貸
付
額
は

一

ノ
一
一
約
一
一
、
五

O
O億

円
で
お
よ
そ
七

O

万
戸
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
わ
が
国
の
住
宅
不
足
は

ニ
O
O万
戸
と
言
わ
れ
て
お
り
公
庫
資

金
の
借
入
希
望
者
は
年
々
増
加
し
て
い

る
状
況
で
す
。

公
庫
の
貸
付
金
は
国
か
ら
の
出
資
金

や
借
入
金
が
大
部
分
で
す
が
、
一
方
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
月
々
返
還
さ

れ
る
償
還
金
も
約
五
五

O
億
円
に
達
し

住
宅
困
窮
者
へ
の
貸
付
資
金
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

償
還
金
が
こ
の
よ
う
な
貸
付
資
金
と

し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
関
係

か
ら
、
公
庫
で
は
什
月

1
日
か
ら
ロ
月

引
日
ま
で
を
「
整
理
実
施
期
間
」
と
定

め
て
、
取
扱
金
融
機
関
と
と
も
に
延
滞

の
整
理
や
防
止
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
公
庫
融
資
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は

公
庫
の
立
場
を
ご
理
解
に
な
っ
て
、
返

済
金
は
払
込
期
日
ま
で
必
ず
取
扱
機
関

へ
払
込
ま
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

正
量
強
調
運
動
実
施
週
間

刊
は
月

1
日
か
ら
訂
日
ま
で

メ
ー
ト
ル
法
で

量
目
を
正
し
く
計
り
ま
し
ょ
う

一

寄

付

三、

0
0
0円
蛇

団

関

口

勝
次

(
母
志
い
死
去
に
よ
る
香
志
)

二、

0
0
0円
金
屋
町

金
谷
吉
郎

(
祖
父
金
次
郎
死
去
に
よ
る
香
志
)

一、

0
0
0円
南
町
二

区
米
川
与
一

一
O
O円
入

善

町

小
摺
戸

寺
林
長
次
郎

(
拾
得
金
の
寄
付
)

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
、

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。


